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9
俵

二
七
、
七
〇
〇
円

作
料
が

　
　
　
改
　
正

－
四
月
鰯
日
か
ら
ー

　
四
月
一
日
か
ら
水
田
の
標
準
小
作

料
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
林
省
が

決
め
る
「
統
制
小
作
料
」
の
外
に
町
内

の
「
標
準
小
作
料
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
三
年
に
一
回
、
国
の
経

済
状
況
、
農
業
の
動
態
の
外
、
町
農

業
の
実
態
を
勘
案
し
て
改
正
し
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
新
し
く
五

一
〇
㎞
ど
五
四
〇
㎏
が
追
加
に
な
り
、

こ
れ
で
町
内
六
地
域
に
分
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
貸
人
、
借
受
人
の
双
方
が
よ
く
話

し
合
い
適
正
な
小
作
料
を
決
め
て
下

さ
い
。

　
最
近
「
や
み
小
作
」
な
ど
を
し
て

い
た
た
め
、
農
業
者
年
金
や
離
農
給

付
金
を
も
ら
え
な
い
人
が
続
出
し
て

い
ま
す
。

　
「
小
作
契
約
」
は
適
法
に
結
び
、

こ
ん
な
悲
劇
を
一
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
小
作
料
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
町
農
業

委
員
会
事
務
局
へ
。

改訂後の標準小作料

う
　
ぶ
　
声

第1地区（540kg） 27，700円

第2地区（510kg） 23，500円

第3地区（480kg） 19，600円

第4地区（450kg） 16，700円

第5地区（420kg） 12，700円

第6地区（390kg） 9，700円

草
村
美
枝
子

村
山
　
智

（
湯
山
・
茂
の
長
女
）

（
橋
詰
・
光
義
の
二
男
）

盈
腰

σ
．

たばこ　は

　4ク《の嘱

町内で
買いましょう

小
野
塚
一
弘
（
東
川
・
秀
一
の
長
男
）

田
辺
　
和
美
（
新
田
・
馨
の
長
女
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
く
　
や
　
み

重
野
美
香
子
（
上
蝦
池
・
信
幸
の
二
女
）

小
野
塚
寿
子
（
湯
山
・
茂
の
二
女
）

樋
口
　
公
博
（
湯
本
・
良
男
の
長
男
）
　
樋
ロ
　
フ
ク
㈹
（
湯
山
・
伴
助
）

小
野
塚
理
香
（
東
川
・
孝
雄
の
長
女
）
　
保
坂
市
次
郎
㈲
（
樋
田
・
も
く
院
）

福
原
　
稔
　
（
小
谷
・
利
義
の
二
男
）
　
竹
内
　
シ
ヨ
㈲

大
見
　
裕
香
（
下
蝦
池
・
文
男
の
長
女
）
福
原
　
キ
ミ
㈹
（
天
水
越
・
沖
）

小
野
塚
ゆ
き
み
（
藤
倉
・
富
夫
の
二
女
）
　
〃
　
　
ア
キ
8
①
（
　
〃
　
・
　
〃
）

　
〃
　
咲
江
（
東
川
・
正
司
の
長
女
）
　
小
野
塚
理
香
⑥
（
東
川
・
沢
）

村
山
　
和
典
（
湯
本
・
健
の
長
男
）
　
　
高
橋
　
源
作
㈹
（
天
水
島
・
助
甚
）

久
保
田
　
理
（
藤
原
・
勇
の
長
男
）
　
　
　
〃
　
タ
イ
㈲
（
中
尾
・
友
ぜ
ん
）

布
施
　
裕
幸
（
松
之
山
・
長
一
の
長
男
）
村
山
　
福
蔵
㈹
（
赤
倉
・
山
田
屋
）

村
山
　
光
志
（
橋
詰
・
良
一
の
二
男
）
　
本
山

〃
亜
矢
（
北
浦
田
二
三
二
の
二
女
）
高
橋
銀
太
郎
⑳
（
中
尾
・
柿
の
木
）

新
　
婚
　
さ
　
ん

新
採
　
用

　
　
　
　
　
5
　
人

退

職2
　
人

▽
佐
藤
　
昇

重志佐若飯樋
野賀藤井塚口

赤中天東　天新有
倉尾水川〃水田［
　・島・　越・
山友・沢・・は荏
田ぜ助）　沖んく
屋ん甚　乙一に毘
）））　　　ん、
　　　　　　）136）世帯数1，469（△46

勝
栄
㈹
（
崩
田
・
は
ん
に
ん
）
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砿
比

ト
ラ
㈲
（
兎
口
・
南
）
　
　
　
防
日

ワ
カ
劔
（
中
立
山
●
加
吉
）
　
臥
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
年

ト
ラ
⑳
（
小
谷
・
下
越
道
）
　
）
前

ト
ク
⑳
（
曽
根
・
沢
）
　
　
　
6
1
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
内

石
蔵
㈱
（
松
口
・
か
じ
屋
敷
）
（
）

（
農
政
係
長
↓
産
業

課
長
）

（
産
業
課
長
補
佐
・

農
林
施
設
係
長
兼
務
）

（
産
業
課
農
政
係
↓

同
課
農
政
係
長
）

（
公
民
館
長
・
社
会

教
育
係
長
兼
務
）

▽
高
橋
　
和
恵
（
総
務
課
税
務
係
↓

　
　
　
　
　
産
業
課
農
林
施
設
係
）

一
三
㈹
（
上
蝦
池
・
車
や
）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
。
　
（
順
不
同
）

　
　
異
　
　
動

▽
久
保
田
正
敏
（
産
業
課
長
↓
総
務

　
　
　
　
　
　
課
長
）

丸山いずみ

▽
村
山
俊
介

▽
小
野
塚
与
芳

▽
丸
林
　
哲
二

’

功藤佐

退

職

▽
保
坂
　
誠
司

▽
植
木
　
誠
一

▽
飯
塚
シ
ズ
子

相沢恵一

（
総
務
課
長
）

（
収
入
役
室
）

（
浦
田
診
・
看
護
婦
）

早広…報

0

新
　
採
　
用

▽
佐
藤
　
功
（
産
業
課
・
農
政
係
）

▽
久
保
田
雅
夫
（
収
入
役
室
）

▽
相
沢
恵
一
（
産
業
課
・
農
政
係
）

▽
丸
山
い
ず
み
（
総
務
課

男2，717人（△75）女2，839人

昭和53年5月1日現在　　（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
税
務
係
）
き

▽
松
沢
末
美
（
松
之
山
保
育
所
保
母
）
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
つ

久保田雅夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
～
と

ー
せ
ん
せ
い
〃
そ
れ
は
な
い
ヨ
ー

　
「
福
は
ー
う
ち
、
オ
ニ
は
ー
そ
と
。
」

　
せ
ん
せ
い
、
外
に
出
ち
ゃ
え
ば
、
豆
ひ
ろ
わ
ん
ね
や

ネ
。
で
も
、
き
ょ
う
は
オ
ニ
に
な
っ
て
い
っ
け
ナ
ー
。

こ
っ
け
に
ひ
ろ
っ
た
ん
が
…
…
…
。

ば
ん
が
た
も
や
っ
ば
り
オ
ニ
ん
な
ろ
う
。
（
松
里
保
育
所
で
）

松沢末蔓
　　人口の
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町
議
会
は
十
二
月
定
例
会
を
十
九
日
に
招
集
し
、
会

期
を
二
日
間
と
決
め
た
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
五
回
）

は
じ
め
、
議
員
提
案
四
件
を
含
む
十
二
議
案
が
慎
重
な

審
議
の
上
、
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
な
お
一
般
質
問
に
は
五
人
の
議
員
が
立
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
当
面
す
る
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
町
長
は
「

再
来
年
の
冬
に
は
通
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
」
と

答
え
、
松
之
山
町
が
上
越
地
方
の
首
都
圏
へ
の
玄
関
ロ

と
な
る
日
が
、
射
程
距
離
内
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

ま
し
た
。
ま
た
町
教
育
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
は
じ
め

数
々
の
要
職
を
務
め
ら
れ
た
故
山
岸
定
佐
久
さ
ん
の
後

任
人
事
を
決
め
て
、
一
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
『
方
臨
時
議
会
は
『
月
二
十
三
日
に
招
集
し
、
先
に

答
申
が
出
さ
れ
た
議
員
報
酬
、
町
四
役
の
給
与
改
正
条

例
な
ど
六
議
案
を
全
員
賛
成
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
定
例
、
臨
時
議
会
で
可
決
し
た
主
な
事
件
と
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
教
育
委
員

　
樋
　
熊
　
琢

成
さ
ん

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

　
補
正
額
は
千
二
百
三
十
五
万
一
千

円
で
、
予
算
総
額
は
十
八
億
八
千
六

百
四
十
九
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
▽
冬
季
保
安
要
員
の
報
酬

増
額
百
二
十
万
円
▽
精
神
障
害
者
へ

の
医
療
費
助
成
額
不
足
五
十
万
円
▽

老
人
健
康
相
談
の
医
師
報
償
費
三
十

二
万
五
千
円
▽
県
営
事
業
負
担
金
の

追
加
三
百
五
十
万
円
▽
消
防
団
員
退

職
報
償
金
の
追
加
七
十
九
万
八
千
円

▽
小
学
校
社
会
科
副
読
本
製
作
費
不

足
三
十
万
円
▽
松
之
山
中
給
食
用
備

品
四
十
五
万
八
千
円
▽
六
月
豪
雨
災

害
復
旧
補
助
金
（
町
単
独
分
）
五
十

八
万
円
▽
干
害
（
畦
畔
）
復
旧
補
助

金
（
町
単
独
分
）
三
百
七
十
六
万
七

千
円
な
ど
。

　
歳
入
は
▽
地
方
交
付
税
千
百
五
十

万
円
▽
冬
季
保
安
要
員
報
酬
増
補
助

金
六
十
万
円
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

　
補
正
額
は
四
百
七
万
五
千
円
で
、

予
算
総
額
は
十
八
億
九
千
五
十
六
万

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
▽
議
員
報
酬
引
上
げ
分

四
十
七
万
七
千
円
▽
上
蝦
池
、
月
池

の
公
団
造
林
下
刈
り
賃
金
追
加
三
十

八
万
七
千
円
▽
町
奨
学
基
金
へ
繰
出

し
二
百
八
十
万
円
な
ど
。

　
歳
入
で
は
▽
六
月
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
の
地
主
負
担
金
二
十
七
万
二
千

円
▽
松
里
保
育
所
建
設
国
庫
補
助
金

追
加
五
十
万
円
▽
松
之
山
高
校
か
ら

町
奨
学
基
金
へ
寄
附
二
百
八
十
万
円

▽
財
政
調
整
積
立
金
に
繰
入
れ
千
九

十
万
円
▽
二
次
林
構
事
業
債
追
加
千

三
百
八
十
万
円
な
ど
で
す
。

国
保
特
別
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
四
十
六
万
九
千
円
で
、

予
算
総
額
は
三
億
三
千
八
十
六
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
職
員
の
給
与
改
訂
に
よ
る

も
の
で
、
歳
入
は
交
通
事
故
に
ょ
る

納
付
金
（
医
療
費
）
四
十
六
万
九
千

円
で
す
。

冬
季
保
安
要
員
の
報
酬
・
臓
員

の
期
末
手
当
を
改
正

　
保
安
要
員
の
報
酬
は
一
万
円
引
上

げ
て
、
月
額
「
九
万
円
」
に
な
り
ま

し
た
。

　
議
員
の
手
当
は
○
、
一
か
月
分
引

下
げ
て
、
一
、
九
か
月
分
と
な
り
ま

し
た
。議

員
報
酬
．
町
四
役
の
給
与
改
訂

議
員
報
酬
は
一
〇
、
七
％
、
四
役

の
給
与
を
平
均
七
、
七
％
そ
れ
ぞ
れ

一
月
分
か
ら
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

▽
議
長
…
…
…
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▽
副
議
長
…
…
…
八
一
、
○
○
○
円

▽
常
任
委
員
長
…
七
六
、
○
○
○
円

▽
議
員
…
…
…
…
七
二
、
○
○
○
円

▽
町
長
…
…
…
三
六
六
、
○
○
○
円

▽
助
役
…
…
…
二
九
二
、
○
○
○
円

▽
収
入
役
…
…
二
七
六
、
○
○
○
円

▽
教
育
長
…
…
二
五
三
、
○
○
○
円

職
員
の
給
与
を
改
正

　
引
上
げ
率
は
平
均
三
、
六
八
四
％

で
、
こ
れ
に
よ
り
一
般
事
務
職
員
の

初
任
給
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
高
校
卒
…
…
…
七
六
、
六
〇
〇
円

▽
大
学
卒
…
…
：
八
七
、
四
〇
〇
円

　
期
末
手
当
も
議
員
と
同
じ
く
○
、
一

か
月
分
引
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

林
地
崩
壊
防
止
事
巣
の
経
費
を

納
め
て
い
た
だ
く
条
例
の
新
設

ま
卿
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

つ
融
　
　
早
く
し
て
ほ
し
い

広…
　
質
間
　
中
尾
部
落
の
字
塩
野
は
、

㎜
昔
か
ら
地
す
べ
り
地
帯
で
あ
る
。
地

主
は
作
付
け
も
で
き
ず
今
日
ま
で
放

置
し
て
き
た
。

　
こ
こ
を
な
る
べ
く
早
い
機
会
に
防

止
工
事
を
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ
お

願
い
し
て
頂
き
た
い
。

　
答
弁
　
こ
こ
は
松
里
か
ん
排
事
業

の
施
工
区
域
内
で
あ
る
。
こ
の
事
業

に
よ
る
設
計
な
ど
が
完
成
す
れ
ば
、

防
止
工
事
に
着
手
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
は

　
　
　
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
　
　
防
止
事
業
を
し
た
場
合
、
土
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
“

や
籍
鱗
墾
器
蕊
鱗
輝
留
猪

て
は
、
年
間
三
人
ほ
ど
公
力
と
し
て
一
｝
で
五
十
三
年
四
月
力
ら
適
用
で
す
。

負
担
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
答
弁
　
通
行
不
能
に
な
れ
ば
、
町
＝
　
土
地
改
良
事
業
の
施
行

が
復
旧
箋
し
か
し
、
測
購
の
豊

掃
や
路
端
の
草
刈
り
な
ど
は
　
昔
力
一
　
今
年
か
ら
五
十
八
年
に
か
け
て
、
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ら
切
徳
と
し
て
や
っ
て
頂
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
お
願
い
し
た
い
。

　
質
問
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
、

今
後
新
規
認
定
を
や
っ
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　
ま
た
現
在
自
動
車
が
通
っ
て
い
る

路
線
を
町
道
か
ら
は
ず
す
こ
と
は
、

な
い
か
。

　
答
弁
　
町
道
を
動
し
た
く
な
い
と
い

い
う
の
が
、
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

　
廃
止
す
れ
ば
地
元
で
困
る
だ
ろ
う

し
、
新
し
く
認
定
す
る
の
は
現
在
の

町
道
に
未
整
備
路
線
が
多
い
の
で
、

こ
れ
以
上
増
し
た
く
な
い
。

　
質
間
　
新
山
の
農
村
工
業
団
地
を

地
な
ら
し
し
た
が
、
企
業
へ
の
呼
び

か
け
を
何
社
ぐ
ら
い
し
た
か
。
ま
た

六
十
才
以
上
の
人
が
出
稼
ぎ
に
お
よ

そ
百
人
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
が
家
で
で
き
る
内
職
や
仕
事
を

▼
囎
回
の
爆
破
で
9
0
㎝
づ
つ
進
む
。
現
在
、
全
長
の
約
半
分
を

堀
削
終
了
。
今
秋
に
は
、
松
之
山
側
へ
顔
を
出
す
ら
し
い
。

探
し
て
ほ
し
い
。

　
答
弁
　
不
況
下
で
誘
致
し
て
も
中

々
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今

の
と
こ
ろ
ま
だ
話
は
し
て
い
な
い
。

　
県
の
考
え
方
は
、
「
関
西
方
面
の
業

者
が
よ
い
」
と
い
う
が
、
私
は
将
来

関
東
方
面
の
方
が
よ
い
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
老
人
の
仕
事
に
つ
い

て
、
今
年
大
荒
戸
に
「
楮
」
の
苗
木

を
植
え
た
。
来
年
は
笹
野
で
も
や
っ

て
み
た
い
。
温
泉
を
利
用
し
て
他
に

な
い
「
和
紙
」
が
で
き
る
か
ど
う
か

実
験
し
て
み
た
い
。

　
質
問
　
国
道
の
豊
原
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
進
み
具
合
は
ど
ん
な
状
態
か
。

　
答
弁
県
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

で
、
今
の
進
み
具
合
で
は
五
十
四
年

秋
に
松
之
山
側
へ
顔
を
出
す
と
思
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
五
十
五
年
の
冬
か
ら

通
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

浦
田
か
ら
牧
場
周
辺
に

　
　
　
　
春
山
ス
キ
ー
場
を

　
　
　
　
　
　
開
設
し
た
ら

　
質
問
　
牧
場
周
辺
の
開
発
に
深
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
昨
春
、
雪
上
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ジ
を
開
催
し
た
が
、
こ

の
他
春
山
ス
キ
ー
に
よ
い
所
が
あ
る
。

展
望
台
の
建
設
、
緬
羊
や
山
羊
の
放

牧
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
整
備
後
の
運
営
に
つ
い
て
も

併
わ
せ
て
伺
い
た
い
。

　
答
弁
林
道
を
山
伏
山
に
向
っ
て

新
た
に
開
設
し
た
い
。
春
に
「
大
山

桜
」
の
苗
木
を
池
の
周
辺
に
植
え
た

が
、
今
春
、
も
う
少
し
植
え
た
い
。

　
秋
に
な
っ
て
「
つ
つ
じ
、
白
樺
な

ど
」
数
多
く
植
え
た
が
、
盗
難
予
防

対
策
で
頭
を
痛
め
て
い
る
。
展
望
台

は
建
設
す
る
計
画
は
な
い
。

　
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
ら
、

こ
の
運
営
を
森
林
組
合
で
や
っ
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

　
二
次
林
構
が
完
了
し
た
ら
、
林
道

の
舗
装
を
中
心
に
ス
キ
ー
場
に
も
着

手
し
た
い
。

国
保
税
は
な
ぜ
高
い

　
質
問
　
町
内
各
地
で
「
ほ
場
整
備
」

が
行
わ
れ
、
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
幾

つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
①
立
地
条
件

が
町
内
均
一
で
な
く
、
十
ア
：
ル
当

り
の
事
業
費
に
相
当
の
差
が
出
て
い

る
。
②
補
助
金
の
対
象
面
積
を
三
へ

ク
タ
ー
ル
以
下
に
引
下
げ
、
集
落
単

位
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
改
善
を
関
係
機
関
へ
働
き
か
け

て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
ほ
場
整
備
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。

　
し
か
し
ほ
場
整
備
と
田
な
ら
し
は

根
本
的
に
違
う
。
ご
質
問
の
件
は
意

見
書
と
し
て
も
提
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
後
日
議
会
で
も
検
討
願
い
た
い
。

　
質
問
　
最
近
「
国
保
税
が
高
い
…
」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、
こ
の
原

因
と
し
て
①
高
額
療
養
費
の
支
給
②

老
人
医
療
費
支
給
の
増
加
③
保
険
税

の
し
く
み
④
医
療
制
度
の
問
題
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
実
情
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
答
弁
　
私
は
「
保
険
制
度
を
全
国

一
本
化
し
た
ら
…
。
」
と
考
え
る
が
、

中
々
問
題
が
多
い
。
今
春
、
保
健
婦
を

二
人
採
用
し
、
一
人
を
診
療
所
に
配

属
さ
せ
た
い
。
い
わ
ゆ
る
「
国
保
税

が
高
い
」
と
い
う
、
今
の
お
話
の
こ
と

も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
医
者
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
「
予
防
医
療
」
の

指
導
を
強
化
し
た
い
。

　
質
間
　
今
年
の
出
稼
ぎ
に
つ
い
て

事
業
所
と
の
労
働
契
約
締
結
件
数
と

そ
の
割
合
、
求
人
の
話
し
合
い
の
違

い
に
よ
る
帰
省
者
の
数
は
、
ど
れ
ぐ

ら
い
あ
る
か
。

　
答
弁
　
締
結
件
数
は
百
二
十
件
で

全
体
の
七
二
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
条

件
の
違
い
で
帰
っ
た
人
は
な
く
、
酒

の
飲
み
す
ぎ
、
病
気
で
そ
れ
ぞ
れ
一
名

づ
つ
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
聞
い

て
い
な
い
。

　
湯
之
島
、
上
の
山
、
新
田
地
内
で
次

一
の
嚢
を
行
暑
の
至

”“▽ほ

場
蕎
…
…
．
．
望
、
一
二
㎞

一　
▽
用
排
水
路
整
備
…
一
　
一
〇
〇
m

　
▽
農
道
整
備
…
…
…
九
〇
六
m

｝㎜
一
㎜
▽
集
落
道
整
備
．
．
：
．
五
一
二
m

蹴
▽
上
水
道
整
備
…
…
三
、
五
二
三
m

㎝“㎝
▽
集
会
嚢
翠
－
志
ね

　
　
意
見
書
（
賢
繋
）

…
㎜
◎
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
に
つ
い
て

　
…
…
社
会
厚
生
委
員
会
に
付
託

　
◎
土
地
改
良
事
萎
ど
の
補
助
蒙

璽
麓
講
㈲
藷
難
醐
蝉

蒼
無

㎜
㎜
◎
一
般
消
費
税
の
新
設
に
反
対
す
る

㎜
㎜
こ
と
に
つ
い
て
：
．
．
．
．
総
務
文
教
委
員

饗
に
付
託

　㎝
㎜
◎
有
事
立
法
と
日
米
共
同
作
戦
態
勢

7
強
化
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て

、
蜘
・
…
：
総
務
交
教
委
員
会
に
付
託

請
願
書
の
受
理

松
里
か
ん
排
事
業
施
行
に
よ
る
事

篇
業
費
な
ど
の
助
成
に
つ
い
て
（
天
水

㎝…
㎜
越
．
佐
藤
利
幸
さ
ん
ほ
か
）
…
…
産

｝
業
委
員
会
に
付
託

瓢｝躍
　
陳
惰
書
の
受
理

｝㎜篇
　
部
落
統
合
の
た
め
の
集
会
所
建
設

一蹴
に
対
し
、
助
成
を
願
い
た
い
（
樋
田

鳳
・
竹
内
正
男
さ
ん
ほ
か
）
…
…
総
務

f
教
委
員
会
に
付
託
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町
議
会
は
十
二
月
定
例
会
を
十
九
日
に
招
集
し
、
会

期
を
二
日
間
と
決
め
た
後
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
五
回
）

は
じ
め
、
議
員
提
案
四
件
を
含
む
十
二
議
案
が
慎
重
な

審
議
の
上
、
全
議
案
を
全
員
賛
成
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
な
お
一
般
質
問
に
は
五
人
の
議
員
が
立
ち
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
当
面
す
る
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
町
長
は
「

再
来
年
の
冬
に
は
通
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。
」
と

答
え
、
松
之
山
町
が
上
越
地
方
の
首
都
圏
へ
の
玄
関
ロ

と
な
る
日
が
、
射
程
距
離
内
に
入
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

ま
し
た
。
ま
た
町
教
育
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
は
じ
め

数
々
の
要
職
を
務
め
ら
れ
た
故
山
岸
定
佐
久
さ
ん
の
後

任
人
事
を
決
め
て
、
一
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
『
方
臨
時
議
会
は
『
月
二
十
三
日
に
招
集
し
、
先
に

答
申
が
出
さ
れ
た
議
員
報
酬
、
町
四
役
の
給
与
改
正
条

例
な
ど
六
議
案
を
全
員
賛
成
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
定
例
、
臨
時
議
会
で
可
決
し
た
主
な
事
件
と
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
教
育
委
員

　
樋
　
熊
　
琢

成
さ
ん

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
回
）

　
補
正
額
は
千
二
百
三
十
五
万
一
千

円
で
、
予
算
総
額
は
十
八
億
八
千
六

百
四
十
九
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
▽
冬
季
保
安
要
員
の
報
酬

増
額
百
二
十
万
円
▽
精
神
障
害
者
へ

の
医
療
費
助
成
額
不
足
五
十
万
円
▽

老
人
健
康
相
談
の
医
師
報
償
費
三
十

二
万
五
千
円
▽
県
営
事
業
負
担
金
の

追
加
三
百
五
十
万
円
▽
消
防
団
員
退

職
報
償
金
の
追
加
七
十
九
万
八
千
円

▽
小
学
校
社
会
科
副
読
本
製
作
費
不

足
三
十
万
円
▽
松
之
山
中
給
食
用
備

品
四
十
五
万
八
千
円
▽
六
月
豪
雨
災

害
復
旧
補
助
金
（
町
単
独
分
）
五
十

八
万
円
▽
干
害
（
畦
畔
）
復
旧
補
助

金
（
町
単
独
分
）
三
百
七
十
六
万
七

千
円
な
ど
。

　
歳
入
は
▽
地
方
交
付
税
千
百
五
十

万
円
▽
冬
季
保
安
要
員
報
酬
増
補
助

金
六
十
万
円
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

　
補
正
額
は
四
百
七
万
五
千
円
で
、

予
算
総
額
は
十
八
億
九
千
五
十
六
万

六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
▽
議
員
報
酬
引
上
げ
分

四
十
七
万
七
千
円
▽
上
蝦
池
、
月
池

の
公
団
造
林
下
刈
り
賃
金
追
加
三
十

八
万
七
千
円
▽
町
奨
学
基
金
へ
繰
出

し
二
百
八
十
万
円
な
ど
。

　
歳
入
で
は
▽
六
月
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
の
地
主
負
担
金
二
十
七
万
二
千

円
▽
松
里
保
育
所
建
設
国
庫
補
助
金

追
加
五
十
万
円
▽
松
之
山
高
校
か
ら

町
奨
学
基
金
へ
寄
附
二
百
八
十
万
円

▽
財
政
調
整
積
立
金
に
繰
入
れ
千
九

十
万
円
▽
二
次
林
構
事
業
債
追
加
千

三
百
八
十
万
円
な
ど
で
す
。

国
保
特
別
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
三
回
）

　
補
正
額
は
四
十
六
万
九
千
円
で
、

予
算
総
額
は
三
億
三
千
八
十
六
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
職
員
の
給
与
改
訂
に
よ
る

も
の
で
、
歳
入
は
交
通
事
故
に
ょ
る

納
付
金
（
医
療
費
）
四
十
六
万
九
千

円
で
す
。

冬
季
保
安
要
員
の
報
酬
・
臓
員

の
期
末
手
当
を
改
正

　
保
安
要
員
の
報
酬
は
一
万
円
引
上

げ
て
、
月
額
「
九
万
円
」
に
な
り
ま

し
た
。

　
議
員
の
手
当
は
○
、
一
か
月
分
引

下
げ
て
、
一
、
九
か
月
分
と
な
り
ま

し
た
。議

員
報
酬
．
町
四
役
の
給
与
改
訂

議
員
報
酬
は
一
〇
、
七
％
、
四
役

の
給
与
を
平
均
七
、
七
％
そ
れ
ぞ
れ

一
月
分
か
ら
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

▽
議
長
…
…
…
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▽
副
議
長
…
…
…
八
一
、
○
○
○
円

▽
常
任
委
員
長
…
七
六
、
○
○
○
円

▽
議
員
…
…
…
…
七
二
、
○
○
○
円

▽
町
長
…
…
…
三
六
六
、
○
○
○
円

▽
助
役
…
…
…
二
九
二
、
○
○
○
円

▽
収
入
役
…
…
二
七
六
、
○
○
○
円

▽
教
育
長
…
…
二
五
三
、
○
○
○
円

職
員
の
給
与
を
改
正

　
引
上
げ
率
は
平
均
三
、
六
八
四
％

で
、
こ
れ
に
よ
り
一
般
事
務
職
員
の

初
任
給
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
高
校
卒
…
…
…
七
六
、
六
〇
〇
円

▽
大
学
卒
…
…
：
八
七
、
四
〇
〇
円

　
期
末
手
当
も
議
員
と
同
じ
く
○
、
一

か
月
分
引
下
げ
に
な
り
ま
し
た
。

林
地
崩
壊
防
止
事
巣
の
経
費
を

納
め
て
い
た
だ
く
条
例
の
新
設

ま
卿
地
す
べ
り
防
止
工
事
を

つ
融
　
　
早
く
し
て
ほ
し
い

広…
　
質
間
　
中
尾
部
落
の
字
塩
野
は
、

㎜
昔
か
ら
地
す
べ
り
地
帯
で
あ
る
。
地

主
は
作
付
け
も
で
き
ず
今
日
ま
で
放

置
し
て
き
た
。

　
こ
こ
を
な
る
べ
く
早
い
機
会
に
防

止
工
事
を
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ
お

願
い
し
て
頂
き
た
い
。

　
答
弁
　
こ
こ
は
松
里
か
ん
排
事
業

の
施
工
区
域
内
で
あ
る
。
こ
の
事
業

に
よ
る
設
計
な
ど
が
完
成
す
れ
ば
、

防
止
工
事
に
着
手
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

豊
原
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
は

　
　
　
い
つ
ご
ろ
に
な
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
　
　
防
止
事
業
を
し
た
場
合
、
土
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
“

や
籍
鱗
墾
器
蕊
鱗
輝
留
猪

て
は
、
年
間
三
人
ほ
ど
公
力
と
し
て
一
｝
で
五
十
三
年
四
月
力
ら
適
用
で
す
。

負
担
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
答
弁
　
通
行
不
能
に
な
れ
ば
、
町
＝
　
土
地
改
良
事
業
の
施
行

が
復
旧
箋
し
か
し
、
測
購
の
豊

掃
や
路
端
の
草
刈
り
な
ど
は
　
昔
力
一
　
今
年
か
ら
五
十
八
年
に
か
け
て
、
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ら
切
徳
と
し
て
や
っ
て
頂
い
て
い
る

の
で
、
そ
の
ま
ま
お
願
い
し
た
い
。

　
質
問
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
、

今
後
新
規
認
定
を
や
っ
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

　
ま
た
現
在
自
動
車
が
通
っ
て
い
る

路
線
を
町
道
か
ら
は
ず
す
こ
と
は
、

な
い
か
。

　
答
弁
　
町
道
を
動
し
た
く
な
い
と
い

い
う
の
が
、
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

　
廃
止
す
れ
ば
地
元
で
困
る
だ
ろ
う

し
、
新
し
く
認
定
す
る
の
は
現
在
の

町
道
に
未
整
備
路
線
が
多
い
の
で
、

こ
れ
以
上
増
し
た
く
な
い
。

　
質
間
　
新
山
の
農
村
工
業
団
地
を

地
な
ら
し
し
た
が
、
企
業
へ
の
呼
び

か
け
を
何
社
ぐ
ら
い
し
た
か
。
ま
た

六
十
才
以
上
の
人
が
出
稼
ぎ
に
お
よ

そ
百
人
ほ
ど
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
が
家
で
で
き
る
内
職
や
仕
事
を

▼
囎
回
の
爆
破
で
9
0
㎝
づ
つ
進
む
。
現
在
、
全
長
の
約
半
分
を

堀
削
終
了
。
今
秋
に
は
、
松
之
山
側
へ
顔
を
出
す
ら
し
い
。

探
し
て
ほ
し
い
。

　
答
弁
　
不
況
下
で
誘
致
し
て
も
中

々
来
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今

の
と
こ
ろ
ま
だ
話
は
し
て
い
な
い
。

　
県
の
考
え
方
は
、
「
関
西
方
面
の
業

者
が
よ
い
」
と
い
う
が
、
私
は
将
来

関
東
方
面
の
方
が
よ
い
と
思
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
老
人
の
仕
事
に
つ
い

て
、
今
年
大
荒
戸
に
「
楮
」
の
苗
木

を
植
え
た
。
来
年
は
笹
野
で
も
や
っ

て
み
た
い
。
温
泉
を
利
用
し
て
他
に

な
い
「
和
紙
」
が
で
き
る
か
ど
う
か

実
験
し
て
み
た
い
。

　
質
問
　
国
道
の
豊
原
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
進
み
具
合
は
ど
ん
な
状
態
か
。

　
答
弁
県
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

で
、
今
の
進
み
具
合
で
は
五
十
四
年

秋
に
松
之
山
側
へ
顔
を
出
す
と
思
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
五
十
五
年
の
冬
か
ら

通
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

浦
田
か
ら
牧
場
周
辺
に

　
　
　
　
春
山
ス
キ
ー
場
を

　
　
　
　
　
　
開
設
し
た
ら

　
質
問
　
牧
場
周
辺
の
開
発
に
深
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
昨
春
、
雪
上
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ジ
を
開
催
し
た
が
、
こ

の
他
春
山
ス
キ
ー
に
よ
い
所
が
あ
る
。

展
望
台
の
建
設
、
緬
羊
や
山
羊
の
放

牧
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
た
整
備
後
の
運
営
に
つ
い
て
も

併
わ
せ
て
伺
い
た
い
。

　
答
弁
林
道
を
山
伏
山
に
向
っ
て

新
た
に
開
設
し
た
い
。
春
に
「
大
山

桜
」
の
苗
木
を
池
の
周
辺
に
植
え
た

が
、
今
春
、
も
う
少
し
植
え
た
い
。

　
秋
に
な
っ
て
「
つ
つ
じ
、
白
樺
な

ど
」
数
多
く
植
え
た
が
、
盗
難
予
防

対
策
で
頭
を
痛
め
て
い
る
。
展
望
台

は
建
設
す
る
計
画
は
な
い
。

　
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
ら
、

こ
の
運
営
を
森
林
組
合
で
や
っ
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

　
二
次
林
構
が
完
了
し
た
ら
、
林
道

の
舗
装
を
中
心
に
ス
キ
ー
場
に
も
着

手
し
た
い
。

国
保
税
は
な
ぜ
高
い

　
質
問
　
町
内
各
地
で
「
ほ
場
整
備
」

が
行
わ
れ
、
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
が
幾

つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
①
立
地
条
件

が
町
内
均
一
で
な
く
、
十
ア
：
ル
当

り
の
事
業
費
に
相
当
の
差
が
出
て
い

る
。
②
補
助
金
の
対
象
面
積
を
三
へ

ク
タ
ー
ル
以
下
に
引
下
げ
、
集
落
単

位
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
改
善
を
関
係
機
関
へ
働
き
か
け

て
い
く
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
ほ
場
整
備
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
は
基
本
的
に
賛
成
で
あ
る
。

　
し
か
し
ほ
場
整
備
と
田
な
ら
し
は

根
本
的
に
違
う
。
ご
質
問
の
件
は
意

見
書
と
し
て
も
提
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
後
日
議
会
で
も
検
討
願
い
た
い
。

　
質
問
　
最
近
「
国
保
税
が
高
い
…
」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
が
、
こ
の
原

因
と
し
て
①
高
額
療
養
費
の
支
給
②

老
人
医
療
費
支
給
の
増
加
③
保
険
税

の
し
く
み
④
医
療
制
度
の
問
題
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
実
情
と
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
答
弁
　
私
は
「
保
険
制
度
を
全
国

一
本
化
し
た
ら
…
。
」
と
考
え
る
が
、

中
々
問
題
が
多
い
。
今
春
、
保
健
婦
を

二
人
採
用
し
、
一
人
を
診
療
所
に
配

属
さ
せ
た
い
。
い
わ
ゆ
る
「
国
保
税

が
高
い
」
と
い
う
、
今
の
お
話
の
こ
と

も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
医
者
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
「
予
防
医
療
」
の

指
導
を
強
化
し
た
い
。

　
質
間
　
今
年
の
出
稼
ぎ
に
つ
い
て

事
業
所
と
の
労
働
契
約
締
結
件
数
と

そ
の
割
合
、
求
人
の
話
し
合
い
の
違

い
に
よ
る
帰
省
者
の
数
は
、
ど
れ
ぐ

ら
い
あ
る
か
。

　
答
弁
　
締
結
件
数
は
百
二
十
件
で

全
体
の
七
二
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
条

件
の
違
い
で
帰
っ
た
人
は
な
く
、
酒

の
飲
み
す
ぎ
、
病
気
で
そ
れ
ぞ
れ
一
名

づ
つ
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
他
は
聞
い

て
い
な
い
。

　
湯
之
島
、
上
の
山
、
新
田
地
内
で
次

一
の
嚢
を
行
暑
の
至

”“▽ほ

場
蕎
…
…
．
．
望
、
一
二
㎞

一　
▽
用
排
水
路
整
備
…
一
　
一
〇
〇
m

　
▽
農
道
整
備
…
…
…
九
〇
六
m

｝㎜
一
㎜
▽
集
落
道
整
備
．
．
：
．
五
一
二
m

蹴
▽
上
水
道
整
備
…
…
三
、
五
二
三
m

㎝“㎝
▽
集
会
嚢
翠
－
志
ね

　
　
意
見
書
（
賢
繋
）

…
㎜
◎
被
爆
者
援
護
法
の
制
定
に
つ
い
て

　
…
…
社
会
厚
生
委
員
会
に
付
託

　
◎
土
地
改
良
事
萎
ど
の
補
助
蒙

璽
麓
講
㈲
藷
難
醐
蝉

蒼
無

㎜
㎜
◎
一
般
消
費
税
の
新
設
に
反
対
す
る

㎜
㎜
こ
と
に
つ
い
て
：
．
．
．
．
総
務
文
教
委
員

饗
に
付
託

　㎝
㎜
◎
有
事
立
法
と
日
米
共
同
作
戦
態
勢

7
強
化
に
反
対
す
る
こ
と
に
つ
い
て

、
蜘
・
…
：
総
務
交
教
委
員
会
に
付
託

請
願
書
の
受
理

松
里
か
ん
排
事
業
施
行
に
よ
る
事

篇
業
費
な
ど
の
助
成
に
つ
い
て
（
天
水

㎝…
㎜
越
．
佐
藤
利
幸
さ
ん
ほ
か
）
…
…
産

｝
業
委
員
会
に
付
託

瓢｝躍
　
陳
惰
書
の
受
理

｝㎜篇
　
部
落
統
合
の
た
め
の
集
会
所
建
設

一蹴
に
対
し
、
助
成
を
願
い
た
い
（
樋
田

鳳
・
竹
内
正
男
さ
ん
ほ
か
）
…
…
総
務

f
教
委
員
会
に
付
託



1
甕
｛
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な
－
し
て
減
駁
け
ん
郵
ろ
ナ
…
で
も
よ
か
っ
た

“
安
塚
高
・
松
之
山
分
校
の
一
学
級
削
減
問
題
は
解
決
”

　
も
し
、
高
校
松
之
山
分
校
が
一
学
年
、
一
学
級
制
に
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
直
接
父
兄
で
な
く
て
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
、

深
い
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
七
月
末
に
県
教
育
庁
が
、
分
校
の
生
徒
募
集
に
対
し
、
「
今
春

か
ら
今
ま
で
の
二
学
級
募
集
を
一
学
級
募
集
に
減
ら
す
。
」
と
い
う
内

容
の
こ
と
を
本
校
の
校
長
先
生
を
通
じ
て
町
に
内
示
し
て
き
ま
し
た
。

　
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
目
前
に
、
か
っ
て
な
い
異
例
な
話
を

蓮
動
の
経
過

　
昨
年
七
月
二
十
八
日
、
県
教
育
庁
は
、
上

越
地
域
の
過
疎
化
、
新
潟
市
周
辺
の
人
口
急

耳
に
し
た
関
係
者
一
同
は
、
困
惑
の
表
情
を
穏
し
き
れ
ず
、
そ
の
対

応
策
に
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
が
先
頭
に
立
っ
て
「
人
海
戦
術
」
を
開
始
、
内
で
は
臨
時
の
部
落

総
代
会
を
開
き
、
町
内
全
戸
の
署
名
運
動
を
展
開
。
外
で
は
本
校
の

期
成
同
盟
会
（
会
長
高
橋
十
一
氏
）
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
県
当

局
、
県
議
会
に
陳
情
に
陳
情
を
重
ね
た
結
果
、
県
教
育
庁
は
原
案
の

ま
ま
白
紙
に
戻
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

増
に
伴
う
高
校
の
不
足
を
理
由
に
「
不
均
衡

是
正
の
た
め
調
整
す
る
。
」
と
い
う
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
分
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
運
動
を
続
け
て
よ

う
や
く
実
っ
た
校
舎
、
屋
体
の
新
築
に
合
わ

4
5
’
多
げ
多
髭
髪
多
憂
舅
2
芽
2
2
峯
塗
髪
誕
置
髪
髪
夏
髪
’
妻
’
芸
多
髭
覆
多
諸
多
孝
多
’
貿
イ
’
多
多
髭
多
憂
夏
貿
多
設
4
多
’
多
’
多
’
‘
｛
多
ノ
5
’
多
2
多
髪
逐
多
｝
’
誕
5
孝
’
2
塗
イ
’
5
2
2
‘
髪
髪
4
夏
多
詮
覆
多
ノ
5
2
2
多
’

生
徒
会
長

渡
　
辺

明
さ
ん

　
町
ご
当
局
の
方
が
た
、
町
民
の
方
が
た
の

熱
意
と
陳
情
運
動
の
お
陰
で
学
級
減
を
阻
止

で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
感
謝
の
気
持

で
一
杯
で
す
。

　
こ
の
間
題
は
、
必
ず
阻
止
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
進

学
率
の
向
上
に
伴
っ
て
教
育
条
件
も
着
々

と
整
い
、
加
え
て
生
徒
会
の
活
動
も
活
発

に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
県
が
学
級
減
を
要

請
す
る
隙
な
ど
な
い
か
ら
で
す
。

　
た
だ
一
つ
、
そ
の
隙
と
な
る
点
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
過
疎
化
」
の
問
題

で
す
。
終
戦
当
時
、
一
万
数
千
人
あ
っ
た

人
口
が
現
在
五
千
五
百
余
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
過
疎
化
」
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
、
高
校
生
ら
し
い
積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち

醐蝋蜘W’、’楓嚇蝋輔’楓へ’・’鴨㌦蝋幅蝋曝蝋輔吃輪蝋・“鴨轡蝋蝋嚇“醐㈱鴨幅・楓、凧蜘樋

せ
、
「
生
徒
数
も
充
分
確
保
で
き
る
の
に

…
と
憤
り
の
色
を
濃
く
し
ま
し
た
。

　
早
速
P
T
A
、
同
窓
会
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
協
議
を
し
、
町
や
議
会
の
動
き
に
全

面
協
力
を
し
な
が
ら
、
自
ら
も
積
極
的
に

運
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
が
明
け
た
九
月
一
日
、
町
長
、

議
長
を
先
頭
に
編
成
し
た
一
行
（
町
教
育

長
、
P
T
A
、
同
窓
会
、
学
校
の
各
代
表

者
）
は
陳
情
書
を
持
っ
て
出
県
し
、
「
松
之

山
分
校
の
二
学
級
の
道
理
」
を
力
説
し
、

存
続
を
強
く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
議
会
は
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
を
骨
子
と
す
る
決
議
を
す
る
と
と

も
に
、
郡
内
他
町
村
議
会
で
も
こ
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
も
ら
い
、
決
議
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
町
長
は
上
越
地
区
選
出
の
超
党
派

県
議
会
議
員
の
応
援
を
得
て
、
知
事
は
じ

め
多
く
の
県
関
係
者
に
そ
の
必
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
い
た
し
ま
し

た
。

灘
誰

質
溺

灘、
毒
鰍

　
こ
糠

　霧警匙

欝
識舜

嚢

翠

「
人
権
」
そ
れ
は

他
人
へ
の
思
い
や
り
で
あ
る

村
山
真
理
子
さ
ん

　
（
松
之
山
中
・
三
年
）

　
人
権
に
つ
い
て
は
、
二
年
の
歴
史

で
少
し
や
っ
た
が
、
実
感
と
し
て
は

こ
の
人
権
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の

か
、
今
回
の
話
で
わ
か
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
人
権
の
尊
重
と
い
う
の
は
個
人
の

権
利
の
尊
重
だ
け
と
思
っ
て
い
た
が

本
当
の
意
味
の
人
権
の
尊
重
と
は
、

お
互
い
の
人
間
の
人
権
、
考
え
の
尊

重
だ
っ
た
よ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
自
分

の
意
見
や
考
え
を
主
張
ば
か
り
し
て

も
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
相
手
と
意
見
が

合
わ
ず
争
い
が

お
き
て
し
ま
う
。

戦
争
と
い
う
の

が
、
そ
れ
を
代

表
し
た
国
と
国

と
の
争
い
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
地
方
で
の
人
権
の
侵
犯
事
件

の
例
と
し
て
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
の

養
子
と
な
っ
た
夫
婦
が
、
だ
ん
だ
ん

お
ば
あ
さ
ん
を
い
じ
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
い
う
の
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

お
ば
あ
さ
ん
が
年
を
と
っ
て
、
き
た

な
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
し
か
た
の

な
い
こ
と
に
思
う
。
そ
れ
を
き
た
な

い
か
ら
と
い
っ
て
老
人
を
最
後
に
お

風
呂
に
入
れ
、
ま
た
先
に
入
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
入
ら
な
い
、
と
い
う
の

は
絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
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を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
、
一
層
努
力
し
ま

す
。

生
徒
会
副
会
長

小
野
塚
　
治
代
さ
ん

　
松
之
山
分
校
に
お
い
て
、
一
学

年
を
一
ク
ラ
ス
四
十
五
名
に
す
る

と
い
う
の
は
、
創
立
以
来
ず
っ
と

あ
っ
た
問
題
だ
と
聞
く
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
問
題
に
脅

か
さ
れ
る
度
に
過
去
の
先
輩
た
ち

は
、
一
軒
一
軒
家
を
回
っ
て
入
学

生
を
集
め
、
阻
止
し
て
き
た
そ
う

だ
。

　
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
そ
の
問

題
に
直
面
し
た
。
こ
う
し
て
新
校

舎
が
建
築
さ
れ
、
大
多
数
の
松
之

山
町
内
の
中
学
生
が
松
高
に
入
学

し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
か
か

わ
ら
ず
…
…
。
だ
が
、
こ
の
問
題

は
、
私
た
ち
が
何
ら
か
の
対
策
を

講
ず
る
前
に
解
決
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
、
同
窓
生
の
方
が
た
や
、

町
内
の
方
の
応
援
の
成
果
だ
と
聞

い
て
、
た
だ
、
そ
の
団
結
力
の
強

さ
に
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
学
級
減
の
阻
止
を

喜
ぶ
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
二
学

級
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
常

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。

生
徒
会
副
会
長

高
　
橋
　
正
夫
さ
ん

　
今
度
の
一
学
級
減
の
問
題
が
、

多
く
の
方
が
た
の
力
で
解
決
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
同
時
に
松
高
と
我
々
生
徒
に

か
け
ら
れ
て
い
る
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
、
身
が
引
締
る
思
い
で
す
。

　
多
く
の
先
輩
が
た
が
様
々
な
障

害
に
耐
え
て
努
力
さ
れ
、
今
日
ま

で
発
展
し
て
き
た
松
高
が
、
三
十

周
年
と
い
う
歴
史
的
な
時
期
に
学

級
減
な
ど
と
ん
で
も
な
い
話
だ
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
校
舎
、
体
育
館
も
新

築
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
新
し
い
校

風
、
生
徒
会
を
造
ろ
う
と
し
て
い

る
我
々
に
問
題
意
識
を
与
え
、
成

長
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
会
の
新
役
員
も
既
に
決
り

ま
し
た
。
「
不
屈
の
松
高
魂
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
絶
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
生
徒
自
身

が
松
高
を
よ
く
し
て
い
く
努
力
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の
人

た
ち
や
先
輩
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
県
議
会
内
部
で
も
次

第
に
理
解
を
示
す
議
員
が
増
え
は
じ
め
、

遂
に
県
教
育
庁
は
内
示
の
み
で
「
松
之
山

分
校
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
は
、
①
分
校
が
二
学
級
維
持

存
続
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
②
町
ぐ
る
み
、

学
校
関
係
者
が
一
体
化
し
て
の
運
動
に
、

町
長
が
勇
気
づ
け
ら
れ
関
係
者
に
説
得
、

協
力
を
要
請
し
続
け
た
こ
と
。
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

二
学
級
募
集
は
続
く

　
ー
生
徒
数
に
関
係
な
く
ー

　
三
月
十
六
日
に
は
新
校
舎
で
、
今
年
も

入
学
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
験
生
は
じ
め
、
父
兄
の
方
が
た
の
間

で
、
は
一
ま
つ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
小
・
中

学
児
童
の
減
少
が
、
先
ざ
き
一
学
級
に
せ

ざ
る
を
…
…
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
大
夫
丈
で
す
。
国
会
の
関
係
委

員
会
で
「
学
級
の
定
員
削
減
化
」
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
生
徒
数
が
今

よ
り
少
な
く
な
っ
て
も
、
松
之
山
分
校
の

「
二
学
級
制
」
が
続
く
こ
と
を
意
昧
し
ま

す
。

人
は
、
人
閻
と
し
て
失
格
だ
。
自
分

が
、
老
人
と
な
っ
た
ら
ど
う
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
人
間
は
猿
な
ど
と
は
違
う
。
猿
は

一
人
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

て
も
、
人
間
は
絶
対
に
一
人
で
は
、

生
き
て
い
け
な
い
。
ど
こ
か
で
き
っ

と
、
誰
か
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
集
団
生
活
の
中
で
自
分
の

意
見
ば
か
り
主
張
し
て
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

「
人
権
の
共
存
」
こ
れ
は
、
民
主
主

義
で
あ
る
今
の
世
の
中
で
、
私
た
ち

が
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
人
権
共
存
の
尊
重
」
と
は
、
相
手

の
こ
と
を
思
い
や
る
、
と
い
う
人
間

ら
し
い
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
す
べ
て
の
人
間
が
人
権
共

存
と
い
う
考
え
で
、
お
互
い
を
思
い

や
る
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
、
自
然

に
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
も
変
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
な
ら
必
要
が

な
く
な
る
世
の
中
に
な
れ
ば
…
…
。

　
今
回
の
お
話
で
、
人
権
と
い
う
も

の
の
重
大
さ
や
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
仕
事
を
し
て
い
る
人
権
擁
護
委
員

の
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
社
会
科
の
時
閲
で
も
聞
け
な
い
大

切
な
事
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。

　人権擁護委員

福原一雄さん
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な
－
し
て
減
駁
け
ん
郵
ろ
ナ
…
で
も
よ
か
っ
た

“
安
塚
高
・
松
之
山
分
校
の
一
学
級
削
減
問
題
は
解
決
”

　
も
し
、
高
校
松
之
山
分
校
が
一
学
年
、
一
学
級
制
に
な
っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
直
接
父
兄
で
な
く
て
も
そ
の
影
響
は
大
き
く
、

深
い
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
昨
年
七
月
末
に
県
教
育
庁
が
、
分
校
の
生
徒
募
集
に
対
し
、
「
今
春

か
ら
今
ま
で
の
二
学
級
募
集
を
一
学
級
募
集
に
減
ら
す
。
」
と
い
う
内

容
の
こ
と
を
本
校
の
校
長
先
生
を
通
じ
て
町
に
内
示
し
て
き
ま
し
た
。

　
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
を
目
前
に
、
か
っ
て
な
い
異
例
な
話
を

蓮
動
の
経
過

　
昨
年
七
月
二
十
八
日
、
県
教
育
庁
は
、
上

越
地
域
の
過
疎
化
、
新
潟
市
周
辺
の
人
口
急

耳
に
し
た
関
係
者
一
同
は
、
困
惑
の
表
情
を
穏
し
き
れ
ず
、
そ
の
対

応
策
に
苦
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
が
先
頭
に
立
っ
て
「
人
海
戦
術
」
を
開
始
、
内
で
は
臨
時
の
部
落

総
代
会
を
開
き
、
町
内
全
戸
の
署
名
運
動
を
展
開
。
外
で
は
本
校
の

期
成
同
盟
会
（
会
長
高
橋
十
一
氏
）
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
県
当

局
、
県
議
会
に
陳
情
に
陳
情
を
重
ね
た
結
果
、
県
教
育
庁
は
原
案
の

ま
ま
白
紙
に
戻
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

増
に
伴
う
高
校
の
不
足
を
理
由
に
「
不
均
衡

是
正
の
た
め
調
整
す
る
。
」
と
い
う
方
針
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
分
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
運
動
を
続
け
て
よ

う
や
く
実
っ
た
校
舎
、
屋
体
の
新
築
に
合
わ
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生
徒
会
長

渡
　
辺

明
さ
ん

　
町
ご
当
局
の
方
が
た
、
町
民
の
方
が
た
の

熱
意
と
陳
情
運
動
の
お
陰
で
学
級
減
を
阻
止

で
き
た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
感
謝
の
気
持

で
一
杯
で
す
。

　
こ
の
間
題
は
、
必
ず
阻
止
で
き
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
進

学
率
の
向
上
に
伴
っ
て
教
育
条
件
も
着
々

と
整
い
、
加
え
て
生
徒
会
の
活
動
も
活
発

に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
県
が
学
級
減
を
要

請
す
る
隙
な
ど
な
い
か
ら
で
す
。

　
た
だ
一
つ
、
そ
の
隙
と
な
る
点
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
過
疎
化
」
の
問
題

で
す
。
終
戦
当
時
、
一
万
数
千
人
あ
っ
た

人
口
が
現
在
五
千
五
百
余
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
過
疎
化
」
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
、
高
校
生
ら
し
い
積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
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せ
、
「
生
徒
数
も
充
分
確
保
で
き
る
の
に

…
と
憤
り
の
色
を
濃
く
し
ま
し
た
。

　
早
速
P
T
A
、
同
窓
会
関
係
者
が
そ
れ

ぞ
れ
協
議
を
し
、
町
や
議
会
の
動
き
に
全

面
協
力
を
し
な
が
ら
、
自
ら
も
積
極
的
に

運
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
が
明
け
た
九
月
一
日
、
町
長
、

議
長
を
先
頭
に
編
成
し
た
一
行
（
町
教
育

長
、
P
T
A
、
同
窓
会
、
学
校
の
各
代
表

者
）
は
陳
情
書
を
持
っ
て
出
県
し
、
「
松
之

山
分
校
の
二
学
級
の
道
理
」
を
力
説
し
、

存
続
を
強
く
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
議
会
は
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
を
骨
子
と
す
る
決
議
を
す
る
と
と

も
に
、
郡
内
他
町
村
議
会
で
も
こ
の
趣
旨

に
賛
同
し
て
も
ら
い
、
決
議
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
町
長
は
上
越
地
区
選
出
の
超
党
派

県
議
会
議
員
の
応
援
を
得
て
、
知
事
は
じ

め
多
く
の
県
関
係
者
に
そ
の
必
要
性
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
い
た
し
ま
し

た
。

灘
誰

質
溺

灘、
毒
鰍

　
こ
糠

　霧警匙

欝
識舜

嚢

翠

「
人
権
」
そ
れ
は

他
人
へ
の
思
い
や
り
で
あ
る

村
山
真
理
子
さ
ん

　
（
松
之
山
中
・
三
年
）

　
人
権
に
つ
い
て
は
、
二
年
の
歴
史

で
少
し
や
っ
た
が
、
実
感
と
し
て
は

こ
の
人
権
が
ど
ん
な
に
大
切
な
も
の

か
、
今
回
の
話
で
わ
か
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
人
権
の
尊
重
と
い
う
の
は
個
人
の

権
利
の
尊
重
だ
け
と
思
っ
て
い
た
が

本
当
の
意
味
の
人
権
の
尊
重
と
は
、

お
互
い
の
人
間
の
人
権
、
考
え
の
尊

重
だ
っ
た
よ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
自
分

の
意
見
や
考
え
を
主
張
ば
か
り
し
て

も
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
相
手
と
意
見
が

合
わ
ず
争
い
が

お
き
て
し
ま
う
。

戦
争
と
い
う
の

が
、
そ
れ
を
代

表
し
た
国
と
国

と
の
争
い
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
地
方
で
の
人
権
の
侵
犯
事
件

の
例
と
し
て
、
あ
る
お
ば
あ
さ
ん
の

養
子
と
な
っ
た
夫
婦
が
、
だ
ん
だ
ん

お
ば
あ
さ
ん
を
い
じ
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
い
う
の
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

お
ば
あ
さ
ん
が
年
を
と
っ
て
、
き
た

な
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
し
か
た
の

な
い
こ
と
に
思
う
。
そ
れ
を
き
た
な

い
か
ら
と
い
っ
て
老
人
を
最
後
に
お

風
呂
に
入
れ
、
ま
た
先
に
入
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
入
ら
な
い
、
と
い
う
の

は
絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
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を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
、
一
層
努
力
し
ま

す
。

生
徒
会
副
会
長

小
野
塚
　
治
代
さ
ん

　
松
之
山
分
校
に
お
い
て
、
一
学

年
を
一
ク
ラ
ス
四
十
五
名
に
す
る

と
い
う
の
は
、
創
立
以
来
ず
っ
と

あ
っ
た
問
題
だ
と
聞
く
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
問
題
に
脅

か
さ
れ
る
度
に
過
去
の
先
輩
た
ち

は
、
一
軒
一
軒
家
を
回
っ
て
入
学

生
を
集
め
、
阻
止
し
て
き
た
そ
う

だ
。

　
そ
し
て
今
、
私
た
ち
は
そ
の
問

題
に
直
面
し
た
。
こ
う
し
て
新
校

舎
が
建
築
さ
れ
、
大
多
数
の
松
之

山
町
内
の
中
学
生
が
松
高
に
入
学

し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
も
か
か

わ
ら
ず
…
…
。
だ
が
、
こ
の
問
題

は
、
私
た
ち
が
何
ら
か
の
対
策
を

講
ず
る
前
に
解
決
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
、
同
窓
生
の
方
が
た
や
、

町
内
の
方
の
応
援
の
成
果
だ
と
聞

い
て
、
た
だ
、
そ
の
団
結
力
の
強

さ
に
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
学
級
減
の
阻
止
を

喜
ぶ
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
二
学

級
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
常

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。

生
徒
会
副
会
長

高
　
橋
　
正
夫
さ
ん

　
今
度
の
一
学
級
減
の
問
題
が
、

多
く
の
方
が
た
の
力
で
解
決
で
き

た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
同
時
に
松
高
と
我
々
生
徒
に

か
け
ら
れ
て
い
る
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
、
身
が
引
締
る
思
い
で
す
。

　
多
く
の
先
輩
が
た
が
様
々
な
障

害
に
耐
え
て
努
力
さ
れ
、
今
日
ま

で
発
展
し
て
き
た
松
高
が
、
三
十

周
年
と
い
う
歴
史
的
な
時
期
に
学

級
減
な
ど
と
ん
で
も
な
い
話
だ
と

思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
校
舎
、
体
育
館
も
新

築
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
新
し
い
校

風
、
生
徒
会
を
造
ろ
う
と
し
て
い

る
我
々
に
問
題
意
識
を
与
え
、
成

長
に
も
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
会
の
新
役
員
も
既
に
決
り

ま
し
た
。
「
不
屈
の
松
高
魂
し
は
、

こ
れ
か
ら
も
絶
え
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
生
徒
自
身

が
松
高
を
よ
く
し
て
い
く
努
力
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
の
人

た
ち
や
先
輩
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
に
な
る
と
信
じ
ま
す
。

、雨｛画塾｝、へ織｛｛｛へ雨｛底、、｝邸、陶陶敷｛ヘヘ訳Aへ、｝酪、ヘヘ氏｛へ、｝尽、鳥、｝邸、・、ヘヘヘ蟹、へ蟻塾v｝、、、、w、ヘヘヘヘ底へへ“｛へ画底“阪へ磯｛『磯氏｛へ磯｛｛へ磯磯ヘヘ画｛｛へ｛｛｛画へ内“へ醒“へ氏へ雨、、へ磯｛｛へ内磯画、“剛｝、へ、w｝、底、｝｝、塾w、へ氏“｛へ｝軍｝醸画磯底雪画磯“へ通梱A｝｝｝、嵐へ磯へ、

灘羅騨

　
こ
の
よ
う
に
し
て
県
議
会
内
部
で
も
次

第
に
理
解
を
示
す
議
員
が
増
え
は
じ
め
、

遂
に
県
教
育
庁
は
内
示
の
み
で
「
松
之
山

分
校
」
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
成
果
は
、
①
分
校
が
二
学
級
維
持

存
続
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
②
町
ぐ
る
み
、

学
校
関
係
者
が
一
体
化
し
て
の
運
動
に
、

町
長
が
勇
気
づ
け
ら
れ
関
係
者
に
説
得
、

協
力
を
要
請
し
続
け
た
こ
と
。
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

二
学
級
募
集
は
続
く

　
ー
生
徒
数
に
関
係
な
く
ー

　
三
月
十
六
日
に
は
新
校
舎
で
、
今
年
も

入
学
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
験
生
は
じ
め
、
父
兄
の
方
が
た
の
間

で
、
は
一
ま
つ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
小
・
中

学
児
童
の
減
少
が
、
先
ざ
き
一
学
級
に
せ

ざ
る
を
…
…
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
大
夫
丈
で
す
。
国
会
の
関
係
委

員
会
で
「
学
級
の
定
員
削
減
化
」
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
生
徒
数
が
今

よ
り
少
な
く
な
っ
て
も
、
松
之
山
分
校
の

「
二
学
級
制
」
が
続
く
こ
と
を
意
昧
し
ま

す
。

人
は
、
人
閻
と
し
て
失
格
だ
。
自
分

が
、
老
人
と
な
っ
た
ら
ど
う
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
人
間
は
猿
な
ど
と
は
違
う
。
猿
は

一
人
で
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

て
も
、
人
間
は
絶
対
に
一
人
で
は
、

生
き
て
い
け
な
い
。
ど
こ
か
で
き
っ

と
、
誰
か
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
集
団
生
活
の
中
で
自
分
の

意
見
ば
か
り
主
張
し
て
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

「
人
権
の
共
存
」
こ
れ
は
、
民
主
主

義
で
あ
る
今
の
世
の
中
で
、
私
た
ち

が
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
人
権
共
存
の
尊
重
」
と
は
、
相
手

の
こ
と
を
思
い
や
る
、
と
い
う
人
間

ら
し
い
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
す
べ
て
の
人
間
が
人
権
共

存
と
い
う
考
え
で
、
お
互
い
を
思
い

や
る
よ
う
に
進
め
て
い
け
ば
、
自
然

に
人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
も
変
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
な
ら
必
要
が

な
く
な
る
世
の
中
に
な
れ
ば
…
…
。

　
今
回
の
お
話
で
、
人
権
と
い
う
も

の
の
重
大
さ
や
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
仕
事
を
し
て
い
る
人
権
擁
護
委
員

の
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
社
会
科
の
時
閲
で
も
聞
け
な
い
大

切
な
事
を
学
ん
だ
よ
う
だ
。

　人権擁護委員

福原一雄さん



l
O
濁
ー

まつのやま　No．641””III”llllll”1”II”1”1””1”IIll8”””””1”IIIIロII””””1”1”1”1””llロ””””1””Ill”1“1””1””1”IIIlil”1”lll””1”lllII””1”“1”””Ill””1【6】

わ
た
し
4
才
、
パ
パ
3
5
才
、
に
い
ち
ゃ
ん
9
才
、
マ
マ
3
0
才

ー
生
活
保
護
法
で
み
た

松
之
山
町
に
お
け
る
一
か
月
当
り
の
生
活
費
1

　
　
　
こ
の
制
度
は
、
生
活
に
一
時
困
っ

　
　
て
い
る
人
に
、
そ
の
困
っ
て
い
る
程

　
　
度
に
ょ
り
、
そ
の
人
の
生
活
を
国
が

　
　
保
障
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
　
　
な
お
、
そ
の
生
活
と
は
国
の
保
護

　
　
基
準
に
定
め
た
最
低
生
活
を
保
障
し

　
　
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
最
低
生

　
　
活
費
は
全
国
を
三
階
級
に
分
け
、
松

　
　
之
山
町
は
三
級
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
こ
の
生
活
費
は
全
額
国
が
負

　
担
す
る
た
め
、
こ
れ
を
受
け
る
に
は

　
常
に
そ
の
人
の
働
け
る
能
力
に
応
じ

　
　
て
、
勤
労
に
励
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、

　
親
兄
弟
な
ど
肉
親
か
ら
の
経
済
・
労

　
力
援
助
や
活
用
で
き
る
自
己
財
産
を

　
全
部
活
用
し
、
年
金
や
恩
給
は
す
べ

　
　
て
そ
の
人
の
生
活
費
に
充
て
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
こ
れ
ら
で
な
お
か
つ
最
低
生
活
が

　
営
ま
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
不
足
分

や
を
国
が
援
助
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
原
則
と
し
て
「
世

薦
帯
単
位
・
で
援
助
に
な
り
美

㎜
　
ま
た
、
こ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な

㎜
七
つ
の
援
助
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

㎜
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
保
護
費
が
支
給

に
な
り
ま
す
。

①
生
活
扶
助
…
…
生
活
に
困
っ
て
い

る
程
度
に
応
じ
、
金
銭
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

②
教
育
扶
助
…
…
義
務
教
育
に
必
要

な
学
用
品
、
給
食
費
な
ど
。

③
住
宅
扶
助
…
…
住
宅
維
持
の
た
め

必
要
な
最
低
限
度
の
資
金
。

④医

療
扶
助
…
…
医
療
費
及
び
通
院

の
た
め
の
交
通
費
。

⑤
出
産
扶
助
…
…
出
産
に
必
要
な
費

用
。

⑥
生
業
扶
助
…
…
生
業
に
必
要
な
費

金
や
技
能
修
得
に
必
要
な
費
用
。

⑦
葬
祭
扶
助
…
…
死
亡
に
よ
る
葬
祭

に
必
要
な
最
低
限
度
の
費
用
。

　
以
上
は
、
一
般
的
な
も
の
で
、
こ
の

制
度
は
そ
の
世
帯
に
よ
っ
て
全
部
違

い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上

の
詳
し
い
説
明
は
、
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
も
し
、
不
幸
に
し
て
生
活
に
困
る

よ
う
に
な
っ
た
方
、
自
分
の
世
帯
で

は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
の
福

祉
係
（
電
話
三
；
二
番
）
か
近
く
の

民
生
委
員
さ
ん
に
お
訪
ね
下
さ
い
。

90，393円

学級費などと給食費の実費。

借家の場合、5，000円。

①生活扶助・

②教育扶跡

③住宅扶助・

　例えば、次の4人家族の世帯の松之山における53年4月分の

最低生活費は……①と②と③。世帯主（35才）妻（30才）長男

（9才）長女（4才）。

1．収入のない世帯

顕
は
支
給
さ
れ
る
保
護
費
で
す

2．勤労世帯の場合（収入が少ない）

→

3．医療扶助だけの世帯

　
額

　
担

　
負

の
帯

　世

4．収入が少なく医療費もある世帯

瀦
1夢

ー
鍵
、

襲灘鵬難羅講簾難。灘擬醗

㎜
　
ご
存
知
で
す
か

㎜
　
　
　
と
っ
て
も
お
得
で
す
ヨ

細
　
　
　
　
ー
保
険
料
の
前
納
制
度
－

面N　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
分
）

ま
や
は
、
四
月
分
か
ら
一
か
月
「
三
、
三

の
○
○
円
」
に
な
り
ま
す
。

つま
　
　
加
算
分
（
付
加
保
険
料
）
は
、
今

報
ま
で
通
り
一
か
月
四
〇
〇
円
で
す
。

広
…
　
加
算
分
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

…
四
月
か
ら
一
か
月
三
、
七
〇
〇
円
と

㎜
な
り
ま
す
。

㎜
　
国
民
年
金
は
五
十
一
年
度
の
法
律

㎜
改
正
と
そ
の
後
の
物
価
変
動
に
よ
り
、

㎜
付
加
保
険
料
に
も
二
十
五
年
間
加
入

㎜
し
た
場
合
、
月
額
四
二
、
九
二
五
円

㎜
の
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

】
し
た
。

7【
　
例
え
ば
、
大
正
三
年
一
月
生
れ
の

㎜
方
は
、
三
月
に
第
一
回
分
の
年
金
が

㎜
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
人
の
場
合
、
定▲国民年金融資を受けた松星保青所

額
分
と
付
加
分
と
も
に
最
初
か
ら
掛

け
て
い
る
と
、
一
か
月
の
年
金
額
は

二
七
、
一
四
〇
円
と
な
り
ま
す
。
こ

の
人
が
六
十
才
ま
で
掛
け
た
保
険
料

の
総
額
は
、
五
三
、
七
〇
〇
円
で
、

年
金
を
六
か
月
分
も
ら
え
ば
、
元
金

以
上
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
年
度
か
ら
「
段
階
的
引
上
げ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
引
上
げ
は

「
こ
の
分
と
物
価
上
昇
に
よ
る
年
金

額
の
引
上
げ
分
」
を
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
国
が
負
担
す
る
分
も
、

私
た
ち
同
様
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

㊥
叢
礫
毒
参

　
そ
の
他
母
子
、
障
害
か
婦
の
年

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
現
在
、
年
金

財
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
か
月
の
保
険
料
は
、
六
、
○
○
○
円

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
と
言
っ

て
、
一
挙
に
こ
れ
だ
け
引
上
げ
ら
れ

た
ら
、
私
た
ち
は
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
国
は
、
私
た
ち
の
負
担
を

で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
た
め
に
五
十

　
町
で
は
以
前
保
険
料
を
三
か
月
分

づ
つ
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
保
険
料
の
引
上
げ
に
よ
り

「
三
か
月
分
ま
と
ま
る
と
、
「
金
か
さ

が
目
に
上
り
、
困
る
。
」
と
い
う
卒
直

な
ご
意
見
が
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
毎

月
い
た
・
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
の
年
金
に
も
、
生
命
保
険
料
と

同
じ
く
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▲簡保融資を受けた光問線の舗装

駿町づくりに一役

　
割
引
き
に
な
る
利
率
は
、
年
五
分

五
厘
に
よ
る
複
利
計
算
で
す
。
も
し

前
納
さ
れ
た
方
が
、
死
亡
、
厚
生
年

金
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
そ
の
期
間
に

係
る
保
険
料
は
、
お
返
し
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
こ
そ
前
納
し
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に

役
場
年
金
係
（
電
話
三
二
二
一
番
、

担
当
佐
藤
）
へ
お
申
出
下
さ
い
。

　
前
納
期
間
と
そ
の
保
険
料
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
前
納
で
き
る
期
間
…
…
昭
和
五

十
四
年
四
月
分
か
ら
昭
和
五
十
五
年

三
月
分
ま
で
の
十
二
か
月
分
で
す
。

　
▼
保
険
料
の
額
は
…
…

定
額
だ
け
の
人
　
　
三
八
、
六
四
〇
円

付
加
に
加
入
の
人
　
四
三
、
三
二
〇
円

　
▼
納
め
て
い
た
だ
く
時
期
：
…

四
月
の
納
税
日
で
す
。

　
「
国
民
年
金
」
や
「
簡
易
保
険
」

は
、
私
た
ち
の
間
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
年
金
や
簡
易
保
険

の
積
立
金
は
、
町
に
と
っ
て
「
違
大

な
巻
協
力
者
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
今
年
新
築
し
た
「
松
里
保

育
所
」
の
建
設
事
業
費
の
う
ち
、
二

千
二
百
万
円
は
国
民
年
金
積
立
金
の

力
で
す
し
、
同
じ
く
舗
装
し
た
松
之

山
、
光
間
地
内
の
事
業
費
の
う
ち
、

一
千
八
十
万
円
は
簡
易
保
険
の
積
立

金
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
国
民
年
金
の
積
立
金

こ
れ
で
、
よ
い
で
し
ょ
う
か

　
ー
名
前
の
呼
び
方
、
番
地
1

　
保
険
料
の
領
収
書
は
、
毎
月
納
税

通
知
書
と
一
諸
に
年
金
委
員
（
部
落

総
代
）
さ
ん
を
通
じ
て
あ
な
た
の
と

こ
ろ
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の

領
収
書
は
一
電
算
」
に
よ
っ
て
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
名
前
な
ど
は

「
片
仮
名
」
で
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

　
名
前
の
読
み
方
や
番
地
を
間
違
っ

て
印
刷
し
て
あ
る
方
が
、
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
お
手
持
ち
の
領

収
書
を
ご
覧
の
上
、
確
め
て
み
て
下

さ
い
。

　
も
し
、
間
違
っ
て
い
た
方
は
、
こ

の
四
月
分
領
収
書
か
ら
正
し
い
「
呼

び
名
」
「
番
地
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

の
応
援
で
「
松
之
山
診
療
所
」
、
「
町
民

プ
ー
ル
」
「
老
人
い
こ
い
の
家
」
、
「
簡

易
水
道
」
な
ど
数
多
く
の
施
設
整
備

備
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
簡
易
保
険
の
方
で
も
「
農

道
整
備
」
、
「
林
道
開
設
」
、
「
駐
車
場
の

舗
装
」
な
ど
年
金
と
合
せ
、
私
た
ち

が
納
め
た
国
民
年
金
や
簡
易
保
険
の

積
立
金
は
、
生
活
環
境
の
向
上
、
町

の
発
展
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
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わ
た
し
4
才
、
パ
パ
3
5
才
、
に
い
ち
ゃ
ん
9
才
、
マ
マ
3
0
才

ー
生
活
保
護
法
で
み
た

松
之
山
町
に
お
け
る
一
か
月
当
り
の
生
活
費
1

　
　
　
こ
の
制
度
は
、
生
活
に
一
時
困
っ

　
　
て
い
る
人
に
、
そ
の
困
っ
て
い
る
程

　
　
度
に
ょ
り
、
そ
の
人
の
生
活
を
国
が

　
　
保
障
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　
　
　
な
お
、
そ
の
生
活
と
は
国
の
保
護

　
　
基
準
に
定
め
た
最
低
生
活
を
保
障
し

　
　
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
最
低
生

　
　
活
費
は
全
国
を
三
階
級
に
分
け
、
松

　
　
之
山
町
は
三
級
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
こ
の
生
活
費
は
全
額
国
が
負

　
担
す
る
た
め
、
こ
れ
を
受
け
る
に
は

　
常
に
そ
の
人
の
働
け
る
能
力
に
応
じ

　
　
て
、
勤
労
に
励
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、

　
親
兄
弟
な
ど
肉
親
か
ら
の
経
済
・
労

　
力
援
助
や
活
用
で
き
る
自
己
財
産
を

　
全
部
活
用
し
、
年
金
や
恩
給
は
す
べ

　
　
て
そ
の
人
の
生
活
費
に
充
て
な
け
れ

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
こ
れ
ら
で
な
お
か
つ
最
低
生
活
が

　
営
ま
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
不
足
分

や
を
国
が
援
助
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
制
度
は
、
原
則
と
し
て
「
世

薦
帯
単
位
・
で
援
助
に
な
り
美

㎜
　
ま
た
、
こ
の
中
に
は
次
の
よ
う
な

㎜
七
つ
の
援
助
制
度
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

㎜
れ
の
事
情
に
よ
っ
て
保
護
費
が
支
給

に
な
り
ま
す
。

①
生
活
扶
助
…
…
生
活
に
困
っ
て
い

る
程
度
に
応
じ
、
金
銭
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

②
教
育
扶
助
…
…
義
務
教
育
に
必
要

な
学
用
品
、
給
食
費
な
ど
。

③
住
宅
扶
助
…
…
住
宅
維
持
の
た
め

必
要
な
最
低
限
度
の
資
金
。

④医

療
扶
助
…
…
医
療
費
及
び
通
院

の
た
め
の
交
通
費
。

⑤
出
産
扶
助
…
…
出
産
に
必
要
な
費

用
。

⑥
生
業
扶
助
…
…
生
業
に
必
要
な
費

金
や
技
能
修
得
に
必
要
な
費
用
。

⑦
葬
祭
扶
助
…
…
死
亡
に
よ
る
葬
祭

に
必
要
な
最
低
限
度
の
費
用
。

　
以
上
は
、
一
般
的
な
も
の
で
、
こ
の

制
度
は
そ
の
世
帯
に
よ
っ
て
全
部
違

い
ま
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上

の
詳
し
い
説
明
は
、
省
略
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
も
し
、
不
幸
に
し
て
生
活
に
困
る

よ
う
に
な
っ
た
方
、
自
分
の
世
帯
で

は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
詳
し
く
お

知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
の
福

祉
係
（
電
話
三
；
二
番
）
か
近
く
の

民
生
委
員
さ
ん
に
お
訪
ね
下
さ
い
。

90，393円

学級費などと給食費の実費。

借家の場合、5，000円。

①生活扶助・

②教育扶跡

③住宅扶助・

　例えば、次の4人家族の世帯の松之山における53年4月分の

最低生活費は……①と②と③。世帯主（35才）妻（30才）長男

（9才）長女（4才）。

1．収入のない世帯

顕
は
支
給
さ
れ
る
保
護
費
で
す

2．勤労世帯の場合（収入が少ない）

→

3．医療扶助だけの世帯

　
額

　
担

　
負

の
帯

　世

4．収入が少なく医療費もある世帯

瀦
1夢

ー
鍵
、

襲灘鵬難羅講簾難。灘擬醗

㎜
　
ご
存
知
で
す
か

㎜
　
　
　
と
っ
て
も
お
得
で
す
ヨ

細
　
　
　
　
ー
保
険
料
の
前
納
制
度
－

面N　
　
国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
分
）

ま
や
は
、
四
月
分
か
ら
一
か
月
「
三
、
三

の
○
○
円
」
に
な
り
ま
す
。

つま
　
　
加
算
分
（
付
加
保
険
料
）
は
、
今

報
ま
で
通
り
一
か
月
四
〇
〇
円
で
す
。

広
…
　
加
算
分
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

…
四
月
か
ら
一
か
月
三
、
七
〇
〇
円
と

㎜
な
り
ま
す
。

㎜
　
国
民
年
金
は
五
十
一
年
度
の
法
律

㎜
改
正
と
そ
の
後
の
物
価
変
動
に
よ
り
、

㎜
付
加
保
険
料
に
も
二
十
五
年
間
加
入

㎜
し
た
場
合
、
月
額
四
二
、
九
二
五
円

㎜
の
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

】
し
た
。

7【
　
例
え
ば
、
大
正
三
年
一
月
生
れ
の

㎜
方
は
、
三
月
に
第
一
回
分
の
年
金
が

㎜
も
ら
え
ま
す
。
こ
の
人
の
場
合
、
定▲国民年金融資を受けた松星保青所

額
分
と
付
加
分
と
も
に
最
初
か
ら
掛

け
て
い
る
と
、
一
か
月
の
年
金
額
は

二
七
、
一
四
〇
円
と
な
り
ま
す
。
こ

の
人
が
六
十
才
ま
で
掛
け
た
保
険
料

の
総
額
は
、
五
三
、
七
〇
〇
円
で
、

年
金
を
六
か
月
分
も
ら
え
ば
、
元
金

以
上
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
年
度
か
ら
「
段
階
的
引
上
げ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
引
上
げ
は

「
こ
の
分
と
物
価
上
昇
に
よ
る
年
金

額
の
引
上
げ
分
」
を
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
国
が
負
担
す
る
分
も
、

私
た
ち
同
様
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

㊥
叢
礫
毒
参

　
そ
の
他
母
子
、
障
害
か
婦
の
年

金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
現
在
、
年
金

財
政
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
か
月
の
保
険
料
は
、
六
、
○
○
○
円

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
と
言
っ

て
、
一
挙
に
こ
れ
だ
け
引
上
げ
ら
れ

た
ら
、
私
た
ち
は
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
国
は
、
私
た
ち
の
負
担
を

で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
た
め
に
五
十

　
町
で
は
以
前
保
険
料
を
三
か
月
分

づ
つ
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
保
険
料
の
引
上
げ
に
よ
り

「
三
か
月
分
ま
と
ま
る
と
、
「
金
か
さ

が
目
に
上
り
、
困
る
。
」
と
い
う
卒
直

な
ご
意
見
が
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
毎

月
い
た
・
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
の
年
金
に
も
、
生
命
保
険
料
と

同
じ
く
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▲簡保融資を受けた光問線の舗装

駿町づくりに一役

　
割
引
き
に
な
る
利
率
は
、
年
五
分

五
厘
に
よ
る
複
利
計
算
で
す
。
も
し

前
納
さ
れ
た
方
が
、
死
亡
、
厚
生
年

金
に
加
入
さ
れ
ま
す
と
そ
の
期
間
に

係
る
保
険
料
は
、
お
返
し
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
こ
そ
前
納
し
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に

役
場
年
金
係
（
電
話
三
二
二
一
番
、

担
当
佐
藤
）
へ
お
申
出
下
さ
い
。

　
前
納
期
間
と
そ
の
保
険
料
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
▼
前
納
で
き
る
期
間
…
…
昭
和
五

十
四
年
四
月
分
か
ら
昭
和
五
十
五
年

三
月
分
ま
で
の
十
二
か
月
分
で
す
。

　
▼
保
険
料
の
額
は
…
…

定
額
だ
け
の
人
　
　
三
八
、
六
四
〇
円

付
加
に
加
入
の
人
　
四
三
、
三
二
〇
円

　
▼
納
め
て
い
た
だ
く
時
期
：
…

四
月
の
納
税
日
で
す
。

　
「
国
民
年
金
」
や
「
簡
易
保
険
」

は
、
私
た
ち
の
間
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
年
金
や
簡
易
保
険

の
積
立
金
は
、
町
に
と
っ
て
「
違
大

な
巻
協
力
者
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
今
年
新
築
し
た
「
松
里
保

育
所
」
の
建
設
事
業
費
の
う
ち
、
二

千
二
百
万
円
は
国
民
年
金
積
立
金
の

力
で
す
し
、
同
じ
く
舗
装
し
た
松
之

山
、
光
間
地
内
の
事
業
費
の
う
ち
、

一
千
八
十
万
円
は
簡
易
保
険
の
積
立

金
の
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
国
民
年
金
の
積
立
金

こ
れ
で
、
よ
い
で
し
ょ
う
か

　
ー
名
前
の
呼
び
方
、
番
地
1

　
保
険
料
の
領
収
書
は
、
毎
月
納
税

通
知
書
と
一
諸
に
年
金
委
員
（
部
落

総
代
）
さ
ん
を
通
じ
て
あ
な
た
の
と

こ
ろ
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ
の

領
収
書
は
一
電
算
」
に
よ
っ
て
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
名
前
な
ど
は

「
片
仮
名
」
で
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

　
名
前
の
読
み
方
や
番
地
を
間
違
っ

て
印
刷
し
て
あ
る
方
が
、
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
お
手
持
ち
の
領

収
書
を
ご
覧
の
上
、
確
め
て
み
て
下

さ
い
。

　
も
し
、
間
違
っ
て
い
た
方
は
、
こ

の
四
月
分
領
収
書
か
ら
正
し
い
「
呼

び
名
」
「
番
地
」
に
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。

の
応
援
で
「
松
之
山
診
療
所
」
、
「
町
民

プ
ー
ル
」
「
老
人
い
こ
い
の
家
」
、
「
簡

易
水
道
」
な
ど
数
多
く
の
施
設
整
備

備
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
簡
易
保
険
の
方
で
も
「
農

道
整
備
」
、
「
林
道
開
設
」
、
「
駐
車
場
の

舗
装
」
な
ど
年
金
と
合
せ
、
私
た
ち

が
納
め
た
国
民
年
金
や
簡
易
保
険
の

積
立
金
は
、
生
活
環
境
の
向
上
、
町

の
発
展
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。



ー
二
N
ー

【8】II闘

4月箋桜駕と雪　　「

5月鴬さわやか、寒吟

康
と
候

健
天

　
春
先
の
天
候
は
、
本
当
に
気
ま
ぐ
れ
で
す
。

春
の
暖
か
さ
に
誘
わ
れ
て
、
土
中
の
虫
が
顔

を
出
す
日
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
「
寒
の
も
ど

り
」
と
い
っ
て
、
真
冬
の
よ
う
な
寒
さ
が
や

　
っ
て
き
た
り
し
ま
す
。

ま
た
天
気
が
変
る
春
先
に
は
螺
究
の

纏
蕪
瑠
饗
轍

斎
名
「
気
象
廼
漸
頓
享
螺
に
前

線
が
通
過
す
る
一
。
儒
箭
僚
竃
群
な
ち
、
’
神
経

痛
、
ゼ
ン
ソ
ク
発
作
、
カ
ゼ
の
諸
症
状
に
悩

蒸
黙
暴
擬
鰍
奮

め
知
っ
て
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

　
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
と
い
い
ま
す
。
充
分

な
睡
眠
を
と
り
、
過
労
を
避
け
、
均
衡
あ
る

食
生
活
を
保
っ
て
、
あ
し
た
も
今
日
の
よ
う

に
達
者
で
暮
し
た
い
も
の
で
ず
。

　
「
い
や
で
す
ね
、
病
気
っ
て
本
当
に
」
こ
の

　
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
「
心
づ
か
い
」
で
、

　
あ
な
た
も
な
ら
ず
に
済
む
ん
で
す
。

　
　
病
気
に
…
…
…
…
。

　
　
圏
こ
の
冬
は
「
少
雪
」
で
良
か
っ
た

　
ん
で
す
が
、
専
門
家
の
話
に
よ
る
と
「
明
治

　
三
十
八
年
の
汰
凶
作
の
年
、
ま
た
百
八
十
年

趨
蝦
溝
禦
蕪
緯

　
　
笛
愛
尤
．
四
月
と
五
月
の
予
報
露

、
知
ら
せ
し
ま
す
。
』

魁
誘
圓
鈴
い
瘍
気
圧
が
北
に
偏
っ
て
通
る

論
馴
犠
齢
得
慧
靴
線
齢

　
く
、
雨
は
並
。

　
圃
大
型
の
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
初
夏

　
ら
し
い
好
天
の
日
が
多
い
。
し
か
し
、
前
線

　
の
影
響
で
ぐ
ず
つ
く
日
も
あ
る
な
ど
寒
暖
の

　
変
動
が
大
き
い
。
気
温
、
雨
と
も
並
の
見
込

　
み
。

貝
沼
　
ハ
ナ
㏄
（
湯
之
島
・
鍋
屋
）

久
保
田
カ
ネ
⑬
（
曽
根
・
じ
え
）

関
谷
ハ
ル
ヲ
㈹
（
黒
倉
・
向
）

宮
沢
　
和
孝
㈲
（
北
浦
田
・
た
て
）

関
谷
　
リ
メ
㈱
（
黒
倉
・
堂
の
前
）

　
新
婚
さ
ん

雛）鞭粧

鰭
）

｛

盤）

まつのやま　No．6411””””1”””III””1””””II”1“1””II

　
お
く
や
み

滝
沢
袈
裟
松
㈹
（
天
水
越
・
沢
田
）

中
島
　
ツ
チ
働
（
水
梨
・
土
橋
）

村
山
福
太
郎
㈹
（
橋
詰
・
宇
前
）

福
原
　
ト
リ
⑳
（
坂
下
・
せ
ぎ
）

西
野
　
キ
ミ
㎝
（
湯
本
）

高
橋
　
キ
セ
0①
（
中
尾
・
新
宅
）

や
高
沢
嘉
代
平
⑳
（
大
荒
戸
・
大
下
）

　
高
藤
正
吉
㈲
（
湯
本
・
吉
べ
之
）

　
高
橋
　
斧
市
⑳
（
松
口
・
穏
居
）

朗
佐
藤
義
器
（
天
水
越
・
橋
本
）

㎜
山
口
竹
之
助
㈹
（
藤
倉
・
が
に
原
）

㎜
村
山
　
友
一
㈹
（
松
之
山
・
重
屋
）

㎜
小
野
塚
カ
ノ
⑱⑤
（
下
蝦
池
・
柿
之
木
）

志
賀
才
太
郎
㈹
（
五
十
子
平
・
端
）

高
橋
作
太
郎
働
（
天
水
島
・
茶
屋
）

高
橋
長
次
郎
㈹
（
中
尾
・
清
水
）

小
野
塚
音
吉
oω
（
上
蝦
池
・
飴
屋
）

山
岸
　
セ
ン
⑬
（
新
山
・
下
の
親
家
）

高
橋
辰
治
郎
㈹
（
天
水
島
・
金
次
郎
）

樋
ロ
　
ト
ラ
圃
（
東
山
・
東
屋
）

小
野
塚
英
一
幽
（
中
坪
・
田
中
）

村
山
　
金
一
69
（
橋
詰
・
長
吉
）

高
橋
　
林
八
㈹
（
中
尾
・
屋
敷
）

丸
山
富
太
郎
⑱⑤
（
藤
倉
・
元
院
）

重福高村
野原橋山

タ
ケ
㈹
（
坪
野
・
常
盤
屋
）

ス
エ
㈱
（
天
水
島
・
川
島
）

　
薫
㈹
（
小
谷
・
下
干
場
）

衛
吉
㈹
（
下
蝦
池
・
坂
本
）

山
岸
　
マ
サ
四
（
新
山
・
元
桶
屋
）

山
岸
定
佐
久
圃
（
新
山
・
上
）

志
賀
喜
四
郎
σの
（
上
蝦
池
・
伊
利
）

高
藤
　
サ
ダ
㈹
（
湯
本
・
吉
べ
之
）

相
田
　
文
枝
鰍
（
大
荒
戸
・
長
坂
）

佐
藤
シ
ズ
子
㈹
（
天
水
越
・
照
の
屋
）

小
野
塚
ま
つ
え
㈹
（
中
坪
・
後
）

高
橋
要
太
郎
㈲
（
中
尾
・
喜
善
）

竹石竹佐
内塚内藤

久
保
田
甚
嘉
四
（
曽
根

保
坂

布
施
ミ
サ
ホ
四
（
黒
倉

マ
ツ
齪
（
天
水
越
・
松
元
）

マ
ツ
四
（
樋
田
・
た
め
院
）

寅
茂
㈹
（
湯
之
島
・
六
院
）

ス
ガ
㈹
（
湯
之
島
・
東
屋
）

　
　
　
　
　
　
・
上
）

ハ
ル
㈹
（
樋
田
・
新
屋
）

　
　
ー
　
　
　
・
大
井
）

難）

）

蘂）

う
ぶ
声

津
端
康
裕
（
松
之
山
・
薫
の
長
男
）

高
波
大
志
（
松
口
　
・
和
平
の
二
男
）

滝
沢
　
大
（
天
水
越
・
義
久
の
長
男
）

福
原
麻
美
（
天
水
越
・
重
孝
の
長
女
）

村
山
裕
子
（
藤
内
名
・
昭
雄
の
長
女
）

高
橋
祐
子
（
天
水
島
・
英
司
の
長
女
）

村
山
　
勝
（
松
之
山
・
進
平
の
三
男
）

佐
藤
あ
す
か
（
天
水
越
・
至
の
長
女
）

佐
藤
由
香
（
天
水
越
・
健
一
の
長
女
）

相
沢
　
忠
（
水
梨
・
正
顕
の
二
男
）

滝
沢
美
奈
（
天
水
越
・
幹
夫
の
二
女
）

小
野
塚
　
平
（
湯
山
・
眞
の
長
男
）

小
野
塚
正
之
（
中
坪
・
龍
男
の
三
男
）

村
山
恵
美
（
湯
本
・
茂
の
長
女
）

高
橋
和
美
（
天
水
島
・
菊
男
の
長
女
）

佐
藤
夏
代
（
天
水
越
重
春
の
二
女
）

小
野
塚
智
子
（
藤
内
名
・
英
雄
の
長
女
）

相
沢
和
喜
（
松
之
山
・
伸
夫
の
二
男
）

滝
沢
洋
子
（
天
水
越
・
正
博
の
長
女
）

村
山
純
一
（
古
戸
・
友
義
の
長
男
）

鈴
木
百
合
子
（
下
蝦
池
二
治
の
長
女
）

小
野
塚
和
則
（
東
川
・
平
八
郎
の
二
男
）

福
原
由
美
子
（
三
桶
・
鉄
雄
の
長
女
）

高
橋
　
昇
（
天
水
島
・
昇
吉
郎
の
長
男
）

大
野
宏
仁
（
観
音
寺
・
博
の
二
男
）

村
山
綾
（
湯
本
・
武
雄
の
長
女
）

樋
口
正
彦
（
中
尾
・
一
次
の
長
男
）

高
橋
清
香
（
東
川
・
信
一
の
長
女
）

本
山
　
薫
（
樋
田
・
一
夫
の
長
男
）

飯
塚
伸
太
郎
（
樋
田
・
正
和
の
二
男
）

本
山
由
起
子
（
曽
根
・
栄
一
の
長
女
）

妻
島
早
苗
（
田
麦
立
・
春
夫
の
長
女
）

石
塚
賢
吾
（
湯
之
島
・
克
昭
の
長
男
）

佐
藤
淳
子
（
曽
根
・
澄
夫
の
長
女
）

草
村
智
子
（
黒
倉
・
好
信
の
長
女
）

本
山
洋
子
（
田
麦
立
・
直
蔵
の
二
女
）

竹
内
裕
介
（
湯
之
島
・
吉
一
の
長
男
）

石
塚
恵
（
田
麦
立
・
周
一
の
長
女
）

竹
内
美
由
紀
（
樋
田
・
啓
一
郎
の
長
女
）

本
山
紋
子
（
藤
原
・
豊
の
長
女
）

村
山
公
人
（
樋
田
良
人
の
長
男
）

佐
藤
文
香
（
上
之
山
・
敬
一
の
長
女
）

草
村
琴
恵
（
黒
倉
・
和
之
の
長
女
）

竹
内
友
里
（
坂
中
・
信
之
の
長
女
）

79．5人舅の薦敷1ま1。、

　　　　　　　　　女2，760人（△79）

Nα65世幕数1：撒懸
　　　　　　　　　（）内は前年同日比
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